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1 まえがき
オンデマンド型 WSN(Wireless Sensor Network) は
シンクノードからのオンデマンド信号により複数の
センサーノードが起動しデータ伝送を行う方式であ
る. ノード間の干渉の抑制と, 起動ノードの選択のため
に MPOMS(Modified Pseudo Orthogonal M-sequence
Sets)を用いるマルチキャリア符号分割多元接続が提案
されている [1]. また省電力化を目的にセンサーノード
の wake/sleep 切り替えが行われており,sleep 時間の調
整により省電力の効率化が図られている [2].しかしなが
ら,MPOMSは自己相関特性のサイドローブが大きいこ
とから複数のパケットの到着時刻の差が性能劣化の要因
となっている.

本稿では,パケット到着時刻のゆらぎの影響を軽減す
るために,自己相関関数のサイドローブを低減できる直
交M系列を用いるオンデマンド型WSNを提案する.

2 システム構成
図 1にシステムモデルを示す.各ノードグループ毎に
異なる搬送波と異なる直交M系列が割り当てられてい
る.直交M系列はM系列に平衡チップを付加されたもの
で構成される.パケットは直交M系列とデータ {-1,+1}
を乗算し生成する.各ノードはシンクノードのウェイク
アップ信号で起動し,パケットをシンクノードに送信す
る.シンクノードは到着時刻がわずかに異なる複数のパ
ケットを同時に受信し,その受信信号と参照用直交M系
列の相関を取り,データの推定を行う.

図 1: システムモデル

3 性能評価
パケットの到着時刻はガウス確率密度関数に従うと仮
定する.図 2はガウス確率密度関数の平均 µ = 0,標準偏
差 σ = 0 ∼ 0.3としたときの平均パケット成功率である.
ただし,ウェイクアップ信号により起動したノード数は
12,Eb/N0 = 12[dB]とする.直交M系列を用いる本方式
はMPOMSを用いる従来方式よりもパケット間相対遅
延差の標準偏差の大きさに係わらず,平均パケット成功
率を改善できる.

図 2: 到着ゆらぎの標準偏差に対するパケット成功率

4 むすび
本稿では,直交M系列を用いるオンデマンド型WSN
を提案し,性能評価を行った.その結果,提案方式は従来
方式より良好なパケット成功率を達成できることが分
かった.
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